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令和 7年 10月 1日  

 

 大分県知事  佐藤 樹一郎 殿 

 

住 所   宇佐市大字南宇佐635番地  

申請者      一般社団法人 宇佐市医師会   

氏 名   会長   時枝 正史    

電話番号  ( 0978 ) 37－2300   

 

地 域 医 療 支 援 病 院 業 務 報 告 書 

 

 標記について、医療法施行規則第9条の2の規定に基づき、令和６年度の業務に関して報

告します。 

記 

1 開設者の住所及び氏名 

住 所 
〒872-0102 

  大分県宇佐市大字南宇佐635番地 

氏 名  一般社団法人 宇佐市医師会 会長   時枝 正史 

2 名 称 

 宇佐高田医師会病院 

3 所在地 

〒872-0102 大分県宇佐市大字南宇佐635番地 

                    電話番号(０９７８) ３７ ― ２３００ 

4 病床数 

精 神 病 床 感染症病床 結 核 病 床 療 養 病 床 一 般 病 床 合 計 

床 ４床 床 床 106床 110床 

5 施設の構造設備 

施 設 名 設 備 概 要 

集 中 治 療 室 
(主な設備) 患者監視装置、人工呼吸器、DC装置、心電計、  

 輸液ポンプ                  病床数 ６ 床 

化 学 検 査 室 

(主な設備) 遠心機、生化学自動分析装置、自動血清分注装置、 

グリコヘモグロビン分析装置、 全自動化学発光免疫測

定装置、血糖測定装置、血液一般検査自動機器、 凝

固検査自動機器、尿一般検査自動機器、輸血検査自動

機器、 

細 菌 検 査 室 (主な設備) ふ卵器、顕微鏡、安全キャビネット、PCR検査機器 

病 理 検 査 室 (主な設備) 迅速凍結切片作成装置、伸展機 

病 理 解 剖 室 (主な設備) 解剖用ベッド、病理解剖器具一式 



研 究 室 (主な設備) プロジェクター、ホワイトボード 

講 義 室 室数   １  室   収容定員 100 人 

 

図 書 室 室数  １   室    蔵書数 200 冊程度 

救急用又は患者搬

送用自動車 

(主な設備)患者搬送用救急車、患者監視装置、人工呼吸器、 

酸素ボンベ          保有台数 ２ 台 

医薬品情報管理室 
［専用室の場合］   床面積      ２２．８ m2 

［共用室の場合］   ○○室と共用 

 注 主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器等を記入すること。 

6 他の病院又は診療所からの紹介患者に医療を提供する体制が整備されていることの証

明 

地域医療支援病院紹介率 71.7％ 
算定期間 R06年4月1日～R07年3月31日 

地域医療支援病院逆紹介率 118.7％ 

算出根拠 

A：紹介患者の数 1,973人 

B：初診患者の数 2,751人 

C：他の病院又は診療所に紹介した患者の数 3,266人 

 注1 「地域医療支援病院紹介率」欄は、AをBで除した数に100を乗じて、小数点以下第1

位まで記入すること。 

  2 「地域医療支援病院逆紹介率」欄は、CをBで除した数に100を乗じて、小数点以下

第1位まで記入すること。 

  3 それぞれの患者数については、前年度の延べ数を記入すること。 

7 地域医療従事者による診療、研究又は研修のための利用(共同利用)のための体制が整備

されていることを証する書類(別紙第1) 

8 救急医療を提供する能力を有することを証する書類(別紙第2) 

9 地域の医療従事者の資質の向上を図るための研修を行わせる能力を有することを証す

る書類(別紙第3) 

10 診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の体系的な管理方法(別紙第4) 

11 診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法及び閲覧に関する書類(別

紙第5) 

12 委員会の開催実績(別紙第6) 

13 患者相談の実績(別紙第7) 

14 その他の地域医療支援病院に求められる取組に関する書類(別紙第8) 



(別紙第1) 

  
地域医療従事者による診療、研究又は研修のための利用(共同利用)の

ための体制が整備されていることを証する書類 
  

1 共同利用の実績 

 高度医療機器の利用件数  MRI 46 件 ・ CT  236 件 

  共同利用による手術件数   37 件 

  共同指導実施回数      44  件 

尚、共同利用できる病床数は106床であり、開放病床利用率は令和6年度 59.0％でした。 

  また、共同利用(高度医療機器の利用)を行った医療機関の延べ数は、282 件です。 

 そのうち、開設者と直接関係のない医療機関の延べ数は、同じく 282 件です。 

 

 注 当該前年度の共同利用を行った医療機関の延べ数、これらの医療機関のうち開設者

と直接関係のない医療機関の延べ数、共同利用に係る病床の病床利用率を明記するこ

と。 

2 共同利用の範囲等 

 すべての設備・施設・医療機器について共同利用できる。 

 注 当該病院の建物の全部若しくは一部、設備、器械又は器具のうち、共同利用の対象

とする予定のものを明記すること。 

3 共同利用の体制 

 (1) 共同利用に関する規定の有無  有・無 

 (2) 利用医師等登録制度の担当者  氏 名：有野 裕一 

                  職 種：事務部長 

 注 共同利用に関する規定がある場合には、当該規定の写しを添付すること。 

4 登録医療機関の名簿 

医療機関名 開 設 者 名 住 所 主たる診療科 
地域医療支援病院開設

者との経営上の関係 

  

 

 

 

 

        

 注 当該医療機関と同一の2次医療圏に所在する医療機関のみ記入すること。 

常時共同利用可能な病床数 106床    

別紙のとおり 



(別紙第2) 

救急医療を提供する能力を有することを証する書類 

1 重症救急患者の受入れに対応できる医療従事者の確保状況 

No． 職 種 氏 名 勤 務 の 態 様 勤務時間 備 考 

 1 

 
 医師 柏木 孝仁 

常勤   専従 

非常勤  非専従 
38  病院長 

2   医師 陣林 伯男 
常勤   専従 

非常勤  非専従 
38  副病院長 

3   医師  村上 光彦 
常勤   専従 

非常勤  非専従 
38  部長 

4   医師  蔵田 伸明 
常勤   専従 

非常勤  非専従 
38  部長 

5   医師 江上 拓哉 
常勤   専従 

非常勤  非専従 
38   

6   医師 岡嶋 智也 
常勤   専従 

非常勤  非専従 
38  部長 

7   医師  濱野 朋恵 
常勤   専従 

非常勤  非専従 
38   

8   医師 首藤 利英子 
常勤   専従 

非常勤  非専従 
38  部長 

9   医師  加藤 京 
常勤   専従 

非常勤  非専従 
38   

10   医師  卯野 明大 
常勤   専従 

非常勤  非専従 
38   

      

      

      

      

      

      

 



(別紙第2) 

救急医療を提供する能力を有することを証する書類 

1 重症救急患者の受入れに対応できる医療従事者の確保状況 

No． 職 種 氏 名 勤 務 の 態 様 勤務時間 備 考 

11 
 看護師  水江 明美 

常勤   専従 

非常勤  非専従 
38  課長 

12 
看護師 宗 幸宏  

常勤   専従 

非常勤  非専従 
38   

13 
看護師 

瀬戸 由紀子 

   

常勤   専従 

非常勤  非専従 
38   

14 
看護師 本多 千賀 

常勤   専従 

非常勤  非専従 
38  課長 

15 
看護師 杉原 広美 

常勤   専従 

非常勤  非専従 
38   

16 
看護師 小田原 宣恵 

常勤   専従 

非常勤  非専従 
38   

17 
看護師 宮本 真弓 

常勤   専従 

非常勤  非専従 
38   

18 
看護師 永田 奈美 

常勤   専従 

非常勤  非専従 
38   

19 
看護師 小野 祥代  

常勤   専従 

非常勤  非専従 
38   

20 
看護師 高丸 陽子 

常勤   専従 

非常勤  非専従 
38   

21 
看護師 犬丸 美紀 

常勤   専従 

非常勤  非専従 
38  課長 

22 
看護師 奥中 潤子 

常勤   専従 

非常勤  非専従 
38   

23 
看護師 青木 美子 

常勤   専従 

非常勤  非専従 
38  課長 

24 
看護師 稲生 円香 

常勤   専従 

非常勤  非専従 
38 

救急領域特定 

行為看護師  

25 
看護師 平川 祐子 

常勤   専従 

非常勤  非専従 
38   

26 
看護師 櫛野 智恵美 

常勤   専従 

非常勤  非専従 
38   



27 
看護師  矢野 美紀 

常勤   専従 

非常勤  非専従 
38   

28 
看護師 末廣 彩花 

常勤   専従 

非常勤  非専従 
38   

29 
看護師 森 優子 

常勤   専従 

非常勤  非専従 
38   

30 
看護師 久保 志津子  

常勤   専従 

非常勤  非専従 
38   

31 
看護師 金田 佳純 

常勤   専従 

非常勤  非専従 
38   

32 
看護師 久保 朱里  

常勤   専従 

非常勤  非専従 
38   

33 
看護師 都甲 優 

常勤   専従 

非常勤  非専従 
38   

34 
看護師 長尾 和哉 

常勤   専従 

非常勤  非専従 
38   

35 
看護師 栗林 郁子 

常勤   専従 

非常勤  非専従 
38   

36 
看護師 大石 しずえ 

常勤   専従 

非常勤  非専従 
38   

37 臨床検査

技師 
工藤 美吹希 

常勤   専従 

非常勤  非専従 
38   

38 臨床検査

技師 
高原 芽生   

常勤   専従 

非常勤  非専従 
38   

39 臨床検査

技師 
高橋 政也 

常勤   専従 

非常勤  非専従 
38   

40 臨床検査

技師 
相良 泰子  

常勤   専従 

非常勤  非専従 
38   

41 臨床検査

技師 
藤原 唯至 

常勤   専従 

非常勤  非専従 
38   

42 臨床検査

技師 
梶原 千帆里 

常勤   専従 

非常勤  非専従 
38   

43 臨床検査

技師  
岡崎 美羽  

常勤   専従 

非常勤  非専従 
38   

 

 

 



(別紙第2) 

救急医療を提供する能力を有することを証する書類 

1 重症救急患者の受入れに対応できる医療従事者の確保状況 

No． 職 種 氏 名 勤 務 の 態 様 勤務時間 備 考 

44 臨床検査

技師 
松田 このは 

常勤   専従 

非常勤  非専従 
38   

45 臨床検査

技師 
出口 真美  

常勤   専従 

非常勤  非専従 
38   

46 臨床検査

技師 
今永 一彦 

常勤   専従 

非常勤  非専従 
38  

47 臨床検査

技師 
磯村 信一   

常勤   専従 

非常勤  非専従 
38    副部長 

48 
薬剤師 国東 秀次   

常勤   専従 

非常勤  非専従 
38  課長 

49 
薬剤師 吉村 貴秀  

常勤   専従 

非常勤  非専従 
38   

50 
薬剤師 片多 綾 

常勤   専従 

非常勤  非専従 
38   

51 臨床工学

技師 
瀬尾 知大  

常勤   専従 

非常勤  非専従 
38   

52 診療放射

線技師 
加藤 瑞絵 

常勤   専従 

非常勤  非専従 
38  課長 

53 診療放射

線技師 
山本 順次 

常勤   専従 

非常勤  非専従 
38   

54 診療放射

線技師 
原田 友理 

常勤   専従 

非常勤  非専従 
38   

55 診療放射

線技師 
安部 哲平 

常勤   専従 

非常勤  非専従 
38   

56 診療放射

線技師 
中園 貴詞 

常勤   専従 

非常勤  非専従 
38   

57 診療放射

線技師 
住本 遥 

常勤   専従 

非常勤  非専従 
38   

58 診療放射

線技師 
入学 くるみ 

常勤   専従 

非常勤  非専従 
38   

 

 

 



2 重症救急患者のための病床の確保状況 

優先的に使用できる病床  4 床 

専用病床 0 床 

 注 一般病床以外の病床を含む場合は、病床区分ごとに記載すること。 

3 重症救急患者に必要な検査、治療を行うために必要な診療施設の概要 

施 設 名 床 面 積 設 備 概 要 
24時間使用

の 可 否 

救急処置室・ 

 救急診察室 
４９．８８ ㎡ 

(主な設備)人工呼吸装置・生体監視装置 

輸液ポンプ、シリンジポンプ、無影灯、血

液ガス分析装置、超音波装置 

可 

 集中治療室 ８４．８６ ㎡ (主な設備)患者集中監視装置・除細動装置

心電計・ 人工呼吸装置 
可 

 内視鏡室 １９８．３０ ㎡ (主な設備)上部・下部内視鏡装置 可 

 生理検査室 ４９．５９ ㎡ 
(主な設備)心電計、トレッドミル装置、サ

イクルエルゴメーター、超音波撮影装置、

呼吸機能肺検査装置 

可 

 手術室 

   ２室 
２０７．０６ ㎡ 

(主な設備)手術台、無影灯、麻酔器、心電

図モニター、腹腔鏡下手術システム一式、

超音波撮影装置 

可 

 ＭＲＩ室 ３７．７５ ㎡ (主な設備) ＭＲＩ 可 

 ＣＴ室 ５２．９３ ㎡ (主な設備) ８０列マルチＣＴ 可 

 血管撮影室 ６６．１２ ㎡ (主な設備)心電図モニター・血管造影装置

一式・生体監視装置・除細動器 
可 

4 備考 

昭和56年4月に第二次救急指定医療機関および開放型病院の指定を受け、共同利用型の病

院として救急医療に取り組んでいます。災害拠点病院としては ICLS コースを継続開催

し、地域の医療従事者の救急対応力向上に寄与しています。さらに、大分DMAT指定病院と

して要請に応じて出動し、大分県重症難病患者医療ネットワーク基幹協力病院として地域

医療を支えています。 

 

また、大分県北部医療圏で唯一の第二種感染症指定医療機関であり、新型インフルエンザ

等対策特別措置法に基づく指定地方公共機関にも指定されています。あわせて、第一種・

第二種協定指定医療機関、結核指定医療機関の指定も受け、感染症への対応体制を整えて

います。 

 

 

 注 特定の診療科において、重症救急患者の受入体制を確保する場合には、その旨を記

載すること。 

   既に、救急病院等を定める省令(昭和39年厚生省令第8号)に基づき知事の救急病院の

認定を受けている病院、救急医療対策の設備事業について(昭和52年7月6日付け医発第

692号各都道府県知事あて厚生省医政局長通知)に基づき救急医療を実施している病院

にあっては、その旨を記載すること。 



5 救急医療の提供の実績 

救急用又は患者輸送用自動車により搬入し

た 救 急 患 者 の 数 

1,029人 

(     789人) 

上 記 以 外 の 救 急 患 者 の 数 
783人 

(     256人) 

合 計 
1,812人 

(    1,045人) 

 注 それぞれの患者数については、前年度の延べ数を記入すること。 

   括弧内には、それぞれの患者数のうち入院を要した患者数を記載すること。 

6 救急用又は患者輸送用自動車 

救 急 用 又 は 患 者 輸 送 用 自 動 車 ２ 台 



(別紙第3) 

  地域医療従事者の資質の向上を図るための研修を

行わせる能力を有することを証する書類 

  

1 研修の内容 

 医   師  ：学術研修会、学術講演会、症例検討会、等 

 看 護 師  ：看護研修、感染防止対策研修(医療・介護施設への指導をふくむ) 等 

 診療放射線技師：ICLS、BLS等 

  理学療法士  ：心臓リハビリ、機能訓練 

 社会福祉士  ：地域連携、救急連携 

 

2 研修の実績 

 (1) 地域の医療従事者への実施回数 ２７回 

 (2) (1)の合計研修者数 ９１１人 

 注1 研修には、当該病院以外の地域の医療従事者が含まれるものを記入すること。 

  2 (2)には、前年度の研修生の実数を記入すること。 

3 研修の体制 

 (1) 研修プログラムの有無 有・無 

 (2) 研修委員会設置の有無 有・無 

 (3) 研修指導者 

研修指導者氏名 職 種 診 療 科 役 職 等 臨 床 経 験 年 数 特 記 事 項 

小野 弘樹  医師  循環器内科 
宇佐市医師

会 理事 26年 教育責任者 

柏木 孝仁 医師 外科 院長 39年   

陣林 伯男  医師  循環器内科 副院長 29年   

 蔵田 伸明 医師 外科 外科 20年   

辻 珠美  看護師   部長 38年   

是永 香織 看護師   主任 22年   

加藤 瑞絵  
診療放射線

技師 
  課長 26年   

岡崎 豊子 看護師    37年   

岩尾 誠也 理学療法士    主任  17年   

吉田 茂樹 社会福祉士   課長 19年   

 注 教育責任者については、特記事項欄にその旨を記載すること。 

4 研修実施のための施設及び設備の概要 

施 設 名 床 面 積 設 備 概 要 

大研修室 
１６９．００ ㎡ 

(主な設備)  プロジェクター、放送設備、  
        スクリーン等 

第一会議室  ６６．１２ ㎡ 
(主な設備)  プロジェクター、スクリーン  

第二会議室  ２５．６０ ㎡ 
(主な設備)  大型モニター  

学生実習室 １５．７４ m2 
(主な設備)  テーブル等 



(別紙第4) 

診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法 

管理責任者氏名  柏 木 孝 仁 

管理担当者氏名  小 桐 宏 子 

 

  保 管 場 所 分 類 方 法 

診療に関する諸記録 

 病院日誌、各科診療日誌、処方せん、

手術記録、看護記録、検査所見記録、

エックス線写真、紹介状、退院した患

者に係る入院期間中の診療経過の要約 

サーバー室 

 電子カルテ・画像サー

バー等で保管 

 

病院の管理

及び運営に

関する諸記

録 

共同利用の実績  事務室   

救急医療の提供の実績  事務室   

地域の医療従事者の資質の

向上を図るための研修の実

績 

 事務室   

閲覧実績 診療情報管理課   

紹介患者に対する医療提供

及び他の病院又は診療所に

対する患者紹介の実績の数

を明らかにする帳簿 

医療連携課   

 注 「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体と

しての管理方法の概略を記入すること。 



(別紙第5) 

診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法及び閲覧に関する書類 

閲 覧 責 任 者 氏 名  小桐 宏子 

閲 覧 担 当 者 氏 名  金木 絵里加 

閲覧の求めに応じる場所  診療情報管理課 

閲覧の手続の概要 

 開示規定、診療録開示マニュアルに沿って、開示している。 

 また、開示を希望される方へ案内文書を掲示している 

 

別 紙 の と お り 

 

前年度の総閲覧件数 16 件 

閲 覧 者 別 

医 師 0 件 

歯 科 医 師 0 件 

地 方 公 共 団 体 0 件 

そ の 他 16 件 

 注 閲覧件数については、前年度の総延べ人数を記入すること。 

 

(別紙第6) 

委 員 会 の 開 催 の 実 績 

委員会の開催回数 ９回   

委 員 会 に お け る 議 論 の 概 要 

運営状況ついて 

事務局より医師会病院の実績及び、令和6年度の活動状況を報告した。 

・外来患者実績、入院患者実績 

・病床利用率、平均在院日数 

・紹介・逆紹介数 

・救急車搬入件数 

・職員数動態 

・損益計算書 

・キャッシュフロー 

委員より 

病院立て替え検討状況についての質問があった。また、病床利用率の低下について質問が

あり対応について協議した。 

 

その他 

昨年同様、DMAT活動状況、ICLSや地域へのBLS講習、感染対策の講習などについて報告を

行った。 

 注 委員会の開催回数及び議論の概要については、前年度のものを記載すること。 



(別紙第7) 

患 者 相 談 の 実 績 

患者相談を行う場所 相談窓口・相談室・その他(医療連携室) 

主として患者相談を行ったもの 

(複数回答可) 
 社会福祉士、看護師 

患者相談件数 7,232件 

患 者 相 談 の 概 要 

 患者相談の概要：受診・入院依頼・相談、退院後の療養先に関する相談、介護保険・身

体障害者手帳などの各種社会制度の相談、医療費・生活費などの経済的な相談、退院前カ

ンファレンス、介護支援等 

連携指導、退院時共同指導カンファレンス、セカンドオピニオン相談、苦情・クレーム等 

 注 患者相談の概要については、相談内容を適切に分類し、記載するとともに、相談に

基づき講じた対策等があれば、併せて記載すること。また、個人が同定されないよう

配慮すること。 



(別紙第8) 

その他の地域医療支援病院に求められる取組に関する書類 

(この項目についての記載は任意です。)        

1 病院の機能に関する第三者による評価 

病院の機能に関する第三者による評価の有無 有・無 

評価を行った機関名：公益財団法人 日本医療機能評価機構 

日本医療機能評価機構 ３rdＧ:Ｖer.1.0（２０１４年１０月 更新認定） 

日本医療機能評価機構 ３rdＧ:Ｖer.2.0（２０１９年１０月 更新認定） 

日本医療機能評価機構 ３rdＧ:Ｖer.3.0（２０２５年 ６月 更新認定） 

 

 注 医療機能に関する第三者による評価については、日本医療機能評価機構による評価

があること。 

2 果たしている役割に関する情報発信 

果たしている役割に関する情報発信の有無 有・無 

・情報発信の方法、内容等の概要 

 

ホームページ及び広報誌にて、情報の発信を行っている。 

 また、地域の医療機関や施設の職員の方と研修会、勉強会等を開催し、連携を強化 

する取組をしている。特に、感染認定看護師による研修やラウンドなどを地域医療 

機関に出向いて行っている。 

3 退院調整部門 

退院調整部門の有無 有・無 

・退院調整部門の概要 

 

入院時退院時スクリーニングシートを用いて、退院調整が必要な対象者を抽出。医療連

携室の看護師やMSWが病棟職員他コメディカルと協同で必要に応じて患者・家族を含め

たカンファレンスを行い、在宅サービスのや施設のご案内など調整している． 

 

4 地域連携を促進するための取組 

地域連携クリティカルパスの策定      有・無 

・策定した地域連携クリティカルパスの種類・内容 

 心不全の地域連携クリティカルパスを準備中である。 

肺癌のクリティカルパスは、対応をしている。 

・地域連携クリティカルパスを普及させるための取組 

  地域医療機関への説明会や説明文書の配布など計画中である 

 

 
























